
英
米
に
お
け
る
金
融
市
場
と
実
体
経
済
の
連
関
性
︵
そ
の
１
︶

須

藤

時

仁

目

次

一
、
は
じ
め
に

二
、
経
済
の
長
期
的
推
移

三
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
仮
説
の
検
証

⑴

金
融
資
産
残
高
の
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
と
金
融
資
産
の
内

訳
︵
以
上
、
本
号
︶

⑵

金
融
資
産
に
占
め
る
金
融
機
関
の
保
有
比
率

⑶

政
策
的
背
景
と
し
て
の
流
動
性
の
供
給

四
、
ま
と
め

一
、
は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
す
る
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン

問
題
︵
以
下
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
︶
が
表
面
化
し
て
早

一
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
そ
の
影
響
は
欧
米
の
金
融
機

関
、
証
券
会
社
の
破
綻
な
ら
び
に
再
編
に
ま
で
発
展
し
、

未
だ
に
終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い
で
い
る
。
こ
の
問
題

は
、
資
産
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
る
金
融
危
機
で
あ
り
、
そ

の
分
析
自
体
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
関
連
の
論
文
、
書
籍

が
多
数
発
行
さ
れ
て
い
る
。
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キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
投
機
的
な
要
因
に
よ

る
金
融
危
機
は
記
録
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
も
古
く
は
一

五
世
紀
か
ら
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
お
り⑴

、
近
年
︵
一
九
九

〇
年
代
以
降
︶
で
も
、
日
本
の
バ
ブ
ル
崩
壊
、
メ
キ
シ
コ

危
機
︵
九
四
～
九
五
年
︶、
東
ア
ジ
ア
︵
タ
イ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
韓
国
︶・
ロ
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル

危
機
︵
九
七
～
九
八
年
︶、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
︵
二
〇
〇

〇
～
〇
一
年
︶、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
︵
〇
七
年
～
︶
な

ど
が
あ
る
。
政
策
の
国
際
的
な
情
報
交
換
や
国
際
協
調
の

た
め
の
枠
組
み
の
確
立
、
中
央
銀
行
の
独
立
性
の
高
ま
り

と
金
融
政
策
運
営
の
透
明
性
向
上
、
金
融
政
策
の
あ
り
方

に
関
す
る
学
術
的
研
究
の
蓄
積
な
ど
、
金
融
政
策
に
関
す

る
技
術
・
知
識
が
格
段
に
向
上
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
う
し
た
金
融
危
機
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。金

融
政
策
の
技
術
・
知
識
が
向
上
し
て
い
る
一
方
で
、

金
融
危
機
が
繰
り
返
さ
れ
る
要
因
と
し
て
、
金
融
取
引
に

係
る
世
界
的
な
規
制
緩
和
と
情
報
通
信
技
術
の
発
展
に
よ

る
国
際
資
本
移
動
の
高
ま
り
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
経
済
・
金
融
市
場

︵
金
融
資
産
保
有
︶
に
お
け
る
金
融
機
関
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

の
高
ま
り
と
そ
れ
を
支
え
る
政
策
的
背
景
と
し
て
の
流
動

性
の
供
給
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
目
的

は
、
こ
の
点
に
つ
き
長
期
的
な
視
点
か
ら
フ
ァ
ク
ト
・

フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
分
析
対
象
は

ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。

二
、
経
済
の
長
期
的
推
移

本
稿
で
の
問
題
意
識
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
基

本
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
経
済
の
長
期
的
な
推
移
を
確

認
し
て
お
こ
う
。
図
表
１
は
、
名
目
・
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
物

価
︵
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
︶
、
株
価
︵
指
数
︶、
住
宅
価
格

に
つ
い
て
一
〇
年
︵
五
〇
～
七
〇
年
代
︶
ま
た
は
五
年
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︵
八
〇
年
代
以
降
︶
ご
と
の
平
均
増
減
率
と
増
減
率
の
標

準
偏
差
を
英
米
両
国
で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
二
者

は
資
産
価
格
を
代
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
イ
ギ
リ

ス
と
ア
メ
リ
カ
の
株
価
︵
指
数
︶
と
し
て
各
々
Ｆ
Ｔ
Ｓ
Ｅ

一
〇
〇
、
Ｓ
Ｐ
五
〇
〇
を
用
い
た
。
ま
た
、
住
宅
価
格
の

指
標
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
は
英
副
首
相
府
︵
O
ffice
of
the

D
eputy
P
rim
e
M
inister︶
が
公
表
し
て
い
る
住
宅
価

格
、
ア
メ
リ
カ
は
米
連
邦
住
宅
金
融
機
関
監
督
局

︵
O
ffice
ofF
ederalH
ousing
E
nterprise
O
versight︶

の
住
宅
価
格
指
数
を
用
い
た
。

図
表
１
を
見
る
と
、
い
ず
れ
の
項
目
も
両
国
で
極
め
て

類
似
し
た
動
き
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
国
別

で
は
な
く
、
項
目
別
に
概
観
し
て
い
こ
う
。

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
八
〇
年
代
前
半
ま
で
は
高
か
っ

た
も
の
の
、
同
年
代
後
半
に
か
け
て
低
下
し
、
九
〇
年
代

以
降
は
両
国
と
も
五
・
五
％
前
後
で
安
定
的
に
推
移
し
て

い
る
。
標
準
偏
差
も
八
〇
年
代
前
半
ま
で
は
大
き
く
、
名

目
成
長
率
の
変
動
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

が
、
同
年
代
後
半
以
降
は
そ
の
値
も
低
下
し
、
両
国
と
も

に
極
め
て
安
定
し
た
経
済
成
長
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
一
方
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
五
〇
・
六
〇
年

代
に
や
や
高
か
っ
た
も
の
の
、
平
均
的
に
見
れ
ば
各
年
代

で
大
き
な
変
化
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
標
準
偏
差
は
八

〇
年
代
後
半
を
境
に
大
き
く
低
下
し
て
お
り
、
名
目
成
長

率
と
同
様
に
経
済
成
長
率
の
安
定
化
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
国
と
も
八
〇
年
代
後
半
以
降
は
経
済

成
長
率
が
極
め
て
安
定
化
し
、
い
わ
ゆ
る
景
気
循
環
の
山

と
谷
と
の
落
差
が
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。

一
方
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
で
測
っ
た
物
価
上
昇
率
は

二
度
の
石
油
危
機
を
受
け
て
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
前

半
に
か
け
て
上
昇
し
た
が
、
同
年
代
後
半
に
低
下
に
転

じ
、
九
〇
年
代
以
降
は
極
め
て
安
定
す
る
と
い
う
推
移
を

辿
っ
て
い
る
。
八
〇
年
代
後
半
以
降
に
物
価
上
昇
率
が
安

証券レビュー 第48巻第10号

─ 130─



定
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
標
準
偏
差
が
八
〇
年
代
前

半
以
前
に
比
べ
て
か
な
り
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ

て
い
る
。
物
価
上
昇
率
の
低
位
安
定
は
、
基
本
的
に
は
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
安
定
化
︵
経
済
の
成
熟
化
︶、
資
源

価
格
の
安
定
︵
八
〇
年
代
後
半
～
九
〇
年
代
︶
を
受
け
た

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
物
価
安
定
を
重
視
し
た
金
融
政
策
も

大
き
く
貢
献
し
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
〇
年
代

に
入
っ
て
か
ら
は
原
油
等
の
資
源
の
価
格
高
騰
や
後
述
す

る
資
産
価
格
の
高
騰
も
あ
り
、
物
価
上
昇
率
は
上
向
い
て

い
る
。

株
価
︵
指
数
︶
の
平
均
変
動
率
は
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
物

価
の
変
動
率
と
異
な
り
、
八
〇
年
代
後
半
以
降
に
大
き
く

水
準
が
低
下
し
た
と
い
う
特
徴
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
標

準
偏
差
を
見
て
も
、
経
済
成
長
率
や
物
価
上
昇
率
の
よ
う

に
八
〇
年
代
後
半
以
降
に
そ
の
値
が
低
下
し
た
と
い
う
特

徴
は
見
出
せ
ず
、
前
年
比
の
変
動
は
八
〇
年
代
以
前
も
以

降
も
変
わ
ら
ず
大
き
な
値
の
ま
ま
で
あ
る⑵

。

一
方
、
住
宅
価
格
に
つ
い
て
は
、
ブ
ー
ム
期
と
そ
う
で

な
い
時
期
と
で
、
平
均
変
動
率
の
差
が
大
き
い
。
特
に
、

周
知
の
よ
う
に
九
〇
年
代
後
半
以
降
は
平
均
変
動
率
が
上

昇
し
て
い
る
。
ま
た
、
価
格
変
動
率
の
標
準
偏
差
で
見
て

も
、
九
〇
年
代
後
半
以
降
は
変
動
率
の
上
昇
と
共
に
そ
れ

も
上
昇
し
て
い
る
。

以
上
、
基
本
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
英
米
両
国
の
経

済
の
長
期
的
な
推
移
を
概
観
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
の

特
徴
は
両
国
で
驚
く
ほ
ど
類
似
し
て
い
た
。
そ
の
共
通
の

特
徴
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

・
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
、
物
価
上
昇
率
と
も
八
〇
年
代
後

半
を
境
に
そ
の
水
準
は
低
下
し
、
さ
ら
に
八
〇
年
代
前

半
以
前
に
比
べ
て
極
め
て
安
定
化
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
八
〇
年
代
後
半
を

境
と
し
た
大
き
な
水
準
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
名

目
成
長
率
や
物
価
上
昇
率
と
同
様
に
極
め
て
安
定
化
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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・
株
価
、
住
宅
価
格
と
い
っ
た
資
産
価
格
の
変
動
率
は
九

〇
年
代
以
降
落
ち
着
い
た
と
い
う
特
徴
は
見
ら
れ
ず
、

八
〇
年
代
以
前
と
同
じ
く
ま
た
は
そ
れ
以
上
に
大
き
な

変
動
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
上
記
の
特
徴
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、﹁
八
〇

年
代
前
半
以
前
は
資
産
価
格
の
変
動
と
と
も
に
経
済
成
長

率
、
物
価
上
昇
率
の
変
動
も
大
き
か
っ
た
が
、
後
半
以
降

は
前
者
の
変
動
は
大
き
い
ま
ま
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
後
者
の
変
動
は
極
め
て
安
定
的
﹂
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
八
〇
年
代
前
半
以
前
の
状
況
は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
金
融

不
安
定
性
﹂
の
理
論
・
仮
説
で
説
明
が
つ
こ
う⑶

。
し
か

し
、
後
半
以
降
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
し
か
も
、
こ
の
期
間
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

幾
度
と
な
く
金
融
危
機
を
経
験
し
て
い
る
︵
八
〇
年
代
末

期
の
資
産
バ
ブ
ル
の
崩
壊
︵
英
︶、
Ｓ
＆
Ｌ
危
機
︵
米
︶、

東
ア
ジ
ア
・
ロ
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
危
機
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩

壊
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
︵
以
上
、
両
国
︶︶
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
経
済
成
長
率
は
相
対
的
に
安
定
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
う
し
た
八
〇
年
代
後
半
以
降
の
状
況
を
説
明
す
る
一

つ
の
仮
説
と
し
て
、
経
済
に
お
け
る
金
融
部
門
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
が
高
ま
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
を
支
え
か
つ
経
済
の
安

定
化
を
促
す
政
策
的
背
景
と
し
て
の
流
動
性
の
供
給
が
考

え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
実
体
経
済
に
対
す
る
金
融

資
産
の
膨
張
、
②
金
融
資
産
に
占
め
る
金
融
機
関
の
保
有

比
率
の
上
昇
、
③
上
記
の
現
象
を
支
え
、
か
つ
経
済
の
安

定
化
を
促
す
政
策
的
背
景
と
し
て
の
流
動
性
の
供
給
で
あ

る
。
前
二
者
は
金
融
資
産
価
格
変
動
に
か
か
わ
る
要
因
で

あ
り
、
最
後
の
要
因
は
経
済
成
長
の
安
定
に
か
か
わ
る
要

因
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
因
に
つ
い
て
検
証

し
て
い
く
。
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三
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
仮
説
の
検
証

⑴

金
融
資
産
残
高
の
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
と
金
融
資
産
の

内
訳

経
済
全
体
が
保
有
す
る
金
融
資
産
残
高
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
率
は
図
表
２
の
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
金
融
資
産

と
は
、
預
金
・
株
式
・
債
券
等
の
金
融
商
品
に
貸
出
と
そ

の
他
︵
売
掛
債
権
等
︶
を
加
え
た
金
融
債
権
全
体
と
定
義

す
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
八
七
年
末
の
金
融
資
産
残
高
は
二
・

九
兆
ポ
ン
ド
で
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
六
・
九
倍
あ
っ
た
が
そ
の

後
も
ほ
ぼ
一
貫
し
て
上
昇
し
、
〇
七
年
末
に
は
一
三
・
六

倍
︵
残
高
で
一
八
・
七
兆
ポ
ン
ド
︶
に
も
な
っ
た
。
一
方

ア
メ
リ
カ
で
は
、
金
融
資
産
残
高
は
五
二
年
末
の
一
・
五

兆
ド
ル
か
ら
〇
七
年
末
に
は
一
一
七
・
七
兆
ド
ル
へ
増
大

し
た
。
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
比
率
で
見
る
と
、
五
二
年
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末
か
ら
八
〇
年
代
前
半
ま
で
は
四
～
五
倍
で
安
定
し
て
い

た
。
し
か
し
八
〇
年
代
後
半
か
ら
上
昇
基
調
に
入
り
、
〇

七
年
末
に
は
八
・
五
倍
と
な
っ
て
い
る
。

八
〇
年
代
半
ば
の
比
率
︵
金
融
資
産
残
高
の
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
率
︶
に
比
べ
て
〇
七
年
末
の
比
率
は
英
米
と
も
一
・

七
～
二
倍
へ
上
昇
し
て
い
る
が
、
そ
の
水
準
は
イ
ギ
リ
ス

が
ア
メ
リ
カ
よ
り
圧
倒
的
に
高
い
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ

に
比
べ
て
イ
ギ
リ
ス
は
金
融
資
産
の
価
格
変
動
が
実
体
経

済
に
及
ぼ
す
影
響
度
が
大
き
い
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
金
融
資
産
の
内
訳
を
国
ご
と
に
見
て
い
こ
う
。

�

イ
ギ
リ
ス

イ
ギ
リ
ス
の
金
融
資
産
を
金
融
商
品
と
貸
出
等
︵
貸

出
、
そ
の
他
の
合
計
︶
に
分
け
る
と
、
八
〇
年
代
後
半
か

ら
九
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
は
貸
出
等
の
構
成
比
は
概
ね

二
七
％
以
上
と
高
か
っ
た
が
、
そ
の
後
こ
の
比
率
は
低
下

し
た
︵
図
表
３⑷

︶
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
期
の
九
九
年

末
に
一
九
・
一
％
で
底
を
打
っ
た
後
再
び
上
昇
し
て
い
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る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
構
成
比
の
上
昇
は

住
宅
投
資
ブ
ー
ム
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

金
融
商
品
の
構
成
比
は
そ
の
定
義
か
ら
貸
出
等
の
そ
れ

と
反
対
に
動
き
、
概
ね
七
〇
～
八
〇
％
の
間
で
変
動
し
て

い
る
︵
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
期
に
か
け
て
上
昇
し
た
が
、
二
〇
〇

〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
低
下
傾
向
︶。
金
融
商
品
の
さ
ら

な
る
内
訳
を
調
べ
る
た
め
に
、
金
融
商
品
を
元
本
の
価
格

変
動
性
に
着
目
し
て
、
非
市
場
性
金
融
商
品
︵
具
体
的
に

は
現
預
金
。
以
下
﹁
非
市
場
性
﹂
と
略
す
︶
、
中
間
金
融

商
品
︵
具
体
的
に
は
保
険
・
年
金
。
以
下
﹁
中
間
﹂
と
略

す
︶、
市
場
性
金
融
商
品
︵
以
下
、﹁
市
場
性
﹂
と
略
す
︶

に
大
別
し
、
さ
ら
に
市
場
性
金
融
商
品
を
株
式
・
出
資

︵
以
下
、
出
資
は
省
略
す
る
︶
、
株
式
以
外
の
証
券
︵
債

券
、
証
券
化
商
品
等
︶、
投
資
信
託
に
分
け
て
見
て
み
よ

う
︵
図
表
３
、
４
︶。

ま
ず
、
市
場
性
と
中
間
の
構
成
比
は
同
じ
よ
う
に
推
移

し
て
い
る
が
、
非
市
場
性
の
構
成
比
は
両
者
と
は
反
対
方
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向
に
変
動
す
る
。
こ
れ
は
安
全
資
産
と
危
険
資
産
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
示
し
て
い
よ
う
。

三
者
の
内
で
は
市
場
性
の
構
成
比
が
平
均
三
四
・
三
％

と
最
も
高
く
、
次
い
で
非
市
場
性
︵
平
均
二
七
・
四
％
︶、

中
間
︵
同
一
四
・
七
％
︶
と
続
く
。
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
の
時
期

に
は
市
場
性
の
構
成
比
が
非
市
場
性
の
構
成
比
を
一
六
～

一
九
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
が
、
〇
七
年
末
に
二
ポ
イ
ン
ト

の
差
に
縮
小
し
た
。

市
場
性
の
内
で
は
、
株
式
の
構
成
比
が
平
均
二
〇
・
九

％
と
最
も
高
い
が
、
傾
向
的
に
は
株
式
以
外
の
証
券
と
投

資
信
託
の
構
成
比
が
ほ
ぼ
一
貫
し
て
上
昇
し
て
い
る
。
株

式
以
外
の
証
券
の
構
成
比
上
昇
は
ユ
ー
ロ
債
等
の
非
居
住

者
が
発
行
す
る
長
期
債
の
保
有
増
大
が
主
因
だ
が
、
他
に

も
証
券
化
商
品
な
ど
新
し
い
金
融
商
品
の
市
場
の
創
出
と

拡
大
も
影
響
し
て
い
よ
う
。
投
資
信
託
の
上
昇
は
、
個
人

投
資
家
に
よ
る
投
資
信
託
で
の
資
産
運
用
の
高
ま
り
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
株
式
の
構
成
比
が
高
い
と
い
う
こ
と

は
、
先
の
金
融
資
産
残
高
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
か
な
り
高

い
と
い
う
事
実
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
実
体
経
済
が
株
価

変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
い
こ
と
を
表
し
て
い
よ
う
。

�

ア
メ
リ
カ

次
に
ア
メ
リ
カ
の
内
訳
を
見
て
み
よ
う
︵
図
表
５
、

６
︶
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
は
長
期
で
統
計
が
取
れ
る
た

め
、
前
述
し
た
金
融
資
産
残
高
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
変
化

を
踏
ま
え
て
、
そ
の
上
昇
が
顕
著
と
な
る
以
前
の
八
〇
年

代
前
半
以
前
︵
五
二
～
八
四
年
末
、
以
下
﹁
前
期
﹂
と
称

す
︶
と
八
〇
年
代
後
半
以
降
︵
八
五
～
〇
七
年
末
、
以
下

﹁
後
期
﹂
と
称
す
︶
と
を
比
較
し
、
そ
の
後
に
八
〇
年
代

後
半
以
降
︵
後
期
︶
の
特
徴
を
見
て
い
こ
う
。

①

前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
変
化

金
融
商
品
と
貸
出
等
と
に
分
け
る
と
、
貸
出
等
の
構
成

比
は
、
前
期
は
二
五
％
前
後
で
安
定
し
て
い
た
が
、
後
期

は
二
〇
％
前
後
へ
低
下
し
た
。
平
均
す
る
と
前
期
の
二

五
・
四
％
か
ら
後
期
は
二
一
・
〇
％
に
低
下
し
て
い
る
。
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金
融
商
品
の
構
成
比
は
貸
出
等
と
反
対
の
動
き
を
示
し
、

平
均
構
成
比
は
七
四
・
六
％
か
ら
七
九
・
〇
％
へ
上
昇
し

た
。金

融
商
品
の
内
訳
を
見
る
と
、
ま
ず
、
非
市
場
性
は
前

期
に
一
六
％
前
後
の
構
成
比
が
あ
っ
た
が
、
後
期
は
一
〇

％
前
後
へ
低
下
し
た
。
平
均
で
比
較
す
る
と
一
五
・
八
％

か
ら
一
〇
・
九
％
へ
の
低
下
で
あ
る
。
中
間
は
、
前
期
は

六
％
か
ら
一
一
％
へ
ほ
ぼ
一
貫
し
て
上
昇
し
、
平
均
構
成

比
は
八
・
四
％
で
あ
っ
た
。
後
期
も
上
昇
基
調
は
続
い
て

い
た
が
、
九
〇
年
代
後
半
の
一
四
％
を
ピ
ー
ク
に
低
下
し

た
。
し
か
し
、
平
均
で
見
る
と
後
期
は
一
二
・
九
％
に
上

昇
し
て
い
る
。
市
場
性
の
構
成
比
は
、
前
期
は
五
三
％
程

度
か
ら
四
八
％
程
度
へ
低
下
基
調
に
あ
っ
た
。
後
期
は
一

転
し
て
四
八
％
か
ら
六
〇
％
程
度
へ
上
昇
し
た
が
、
二
〇

〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
五
八
％
前
後
で
頭
打
ち
で
あ

る
。
平
均
で
比
較
す
る
と
五
〇
・
四
％
か
ら
五
五
・
二
％

へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
市
場
性
金
融
資
産
の
内
訳
を
見
る
と
次
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
る
。
株
式
以
外
の
証
券
は
六
〇
年
代
ま

で
低
下
基
調
に
あ
っ
た
が
、
七
〇
年
代
前
半
か
ら
上
昇
に

転
じ
、
八
四
年
末
に
は
二
〇
％
を
超
え
た
。
前
期
の
平
均

で
見
る
と
一
七
・
四
％
で
あ
る
。
後
期
も
構
成
比
の
上
昇

基
調
は
続
き
、
二
〇
％
超
︵
二
〇
～
二
六
％
︶
で
推
移
し

た
。
平
均
で
は
二
三
・
四
％
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
株
式

の
構
成
比
は
、
五
〇
・
六
〇
年
代
は
上
昇
基
調
に
あ
っ
た

が
七
〇
年
代
以
降
は
低
下
基
調
に
転
じ
た
。
し
か
し
な
が

ら
前
期
の
平
均
は
三
二
・
一
％
も
あ
っ
た
。
八
〇
年
代
後

半
か
ら
九
〇
年
代
前
半
ま
で
二
一
～
二
五
％
の
低
水
準
が

続
い
た
後
、
九
〇
年
代
後
半
に
は
三
〇
％
台
ま
で
上
昇
し

た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
再
び
低
下
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
後
期
の
平
均
構
成
比
は
二
五
・
七
％
に
低
下
し

て
い
る
。
最
後
に
、
投
資
信
託
は
、
前
期
は
一
％
前
後
の

構
成
比
し
か
な
か
っ
た
が
、
後
期
は
一
貫
し
て
構
成
比
が

上
昇
し
、
〇
七
年
末
に
は
九
％
台
と
な
っ
た
。
そ
の
結
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果
、
平
均
構
成
比
は
、
〇
・
九
％
か
ら
六
・
一
％
に
上
昇

し
て
い
る
。

②

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
上
昇
が
顕
著
と
な
っ
た
後
期

金
融
商
品
と
貸
出
等
に
分
け
て
見
る
と
、
後
者
の
構
成

比
は
八
五
年
末
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
ほ
ぼ
一
貫
し
て

低
下
し
た
後
、
九
九
年
末
の
一
七
・
〇
％
を
底
に
二
〇
〇

〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
上
昇
基
調
に
あ
る
。
こ
の
上
昇

は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
代
表
さ
れ
る
住
宅
投
資

ブ
ー
ム
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

金
融
商
品
の
構
成
比
は
貸
出
等
の
そ
れ
と
反
対
の
動
き

を
し
、
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
ほ
ぼ
一

貫
し
て
上
昇
︵
七
六
％
↓
八
三
％
︶
し
た
後
、
二
〇
〇
〇

年
代
に
入
っ
て
七
九
％
前
後
で
頭
打
ち
の
状
況
で
あ
る
。

金
融
商
品
の
内
訳
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
非
市
場

性
の
構
成
比
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
低
下
し
、
九
〇
年
代
後
半

か
ら
は
一
ケ
タ
台
と
な
っ
て
い
る
。
中
間
の
構
成
比
は
九

〇
年
代
ま
で
の
上
昇
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の

低
下
と
、
ト
レ
ン
ド
は
形
成
す
る
が
、
そ
の
水
準
は
一

二
～
一
四
％
で
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
。

市
場
性
の
構
成
比
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
頭
打
ち

の
傾
向
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
上
昇
基
調
を
示
し
て
お

り
、
現
状
で
は
五
七
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
市
場
性
の

内
で
も
っ
と
も
顕
著
な
上
昇
基
調
を
示
し
て
い
る
の
が
投

資
信
託
で
あ
り
、
一
貫
し
て
そ
の
構
成
比
が
上
昇
し
、
〇

七
年
末
で
九
％
超
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
場
性
全
体
の

構
成
比
を
押
し
上
げ
て
い
る
主
因
と
い
え
る
。
こ
の
動
き

は
、
個
人
投
資
家
に
よ
る
投
資
信
託
に
よ
る
資
産
運
用
の

高
ま
り
を
示
し
て
い
よ
う
︵
主
に
四
〇
一
ｋ
等
の
年
金
関

連
の
運
用
で
あ
ろ
う
︶
。
株
式
以
外
の
証
券
と
株
式
は
概

ね
相
反
す
る
動
き
を
示
し
、
一
方
の
構
成
比
が
上
昇
す
れ

ば
他
方
の
そ
れ
が
低
下
し
て
い
る
。
水
準
的
に
は
Ｉ
Ｔ
バ

ブ
ル
期
に
は
株
式
の
構
成
比
の
方
が
高
か
っ
た
が
、
総
じ

て
同
様
の
水
準
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
と
異
な
り
、
八
五
年
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末
以
降
の
変
化
だ
け
で
は
証
券
化
商
品
な
ど
新
し
い
市
場

の
拡
大
に
よ
る
顕
著
な
影
響
は
見
出
せ
な
い
が
、
前
述
し

た
よ
う
に
前
期
か
ら
の
変
化
を
踏
ま
え
る
と
、
イ
ギ
リ
ス

よ
り
一
足
早
く
ア
メ
リ
カ
で
は
新
し
い
金
融
商
品
の
市
場

が
創
設
さ
れ
、
後
期
に
そ
れ
が
拡
大
︵
成
熟
︶
し
て
い
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ほ
う

が
イ
ギ
リ
ス
よ
り
新
興
の
市
場
に
実
体
経
済
が
影
響
を
受

け
る
程
度
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
株
式
の
構
成

比
も
イ
ギ
リ
ス
に
比
べ
て
水
準
的
に
か
な
り
高
い
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
株
式
市
場
の
実
体
経
済
に
対
す
る
影
響
度
も

ア
メ
リ
カ
の
方
が
イ
ギ
リ
ス
よ
り
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
金
融
資
産
残
高
の
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
と
そ
の
内

訳
に
つ
い
て
英
米
の
状
況
を
分
析
し
て
き
た
が
、
両
国
に

共
通
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・
八
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
金

融
資
産
残
高
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
共
に
二
倍
近
く
に
高

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
金
融
資
産
の
価
格
変
動

が
実
体
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
度
は
高
ま
っ
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
水
準
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ほ
う

が
ア
メ
リ
カ
よ
り
か
な
り
高
く
、
金
融
資
産
の
価
格
変

動
が
実
体
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

・
投
資
信
託
の
構
成
比
が
一
貫
し
て
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
個
人
投
資
家
の
資
産
運
用
の
高
ま
り
と
市
場
参
入

を
表
し
て
い
よ
う
。

・
株
式
以
外
の
証
券
の
構
成
比
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
証
券
化
商
品
な
ど
の
新
し
い
金
融
商
品
の

市
場
創
出
と
拡
大
︵
成
熟
︶
も
あ
ろ
う
。

・
絶
対
的
な
水
準
で
見
る
と
株
式
の
構
成
比
が
高
い
︵
特

に
ア
メ
リ
カ
︶
。
こ
れ
は
、
株
価
変
動
の
実
体
経
済
へ

の
影
響
度
が
高
い
こ
と
を
表
し
て
い
よ
う
。

今
号
で
は
、
ま
ず
英
米
両
国
に
お
け
る
経
済
の
長
期
的

推
移
を
分
析
し
た
結
果
、﹁
八
〇
年
代
前
半
以
前
は
資
産

価
格
の
変
動
と
と
も
に
経
済
成
長
率
、
物
価
上
昇
率
の
変

証券レビュー 第48巻第10号
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動
も
大
き
か
っ
た
が
、
後
半
以
降
は
前
者
の
変
動
は
大
き

い
ま
ま
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
者
の
変
動
は
極
め

て
安
定
的
で
あ
る
﹂
と
い
う
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

八
〇
年
代
後
半
以
降
の
状
況
を
説
明
す
る
仮
説
的
な
要
因

と
し
て
、
①
実
体
経
済
に
対
す
る
金
融
資
産
の
膨
張
、
②

金
融
資
産
に
占
め
る
金
融
機
関
の
保
有
比
率
の
上
昇
、
③

上
記
の
現
象
を
支
え
、
か
つ
経
済
の
安
定
化
を
促
す
政
策

的
背
景
と
し
て
の
流
動
性
の
供
給
の
三
つ
を
提
示
し
、
今

号
で
は
①
を
検
証
し
た
。
残
り
の
②
と
③
の
要
因
は
﹁
英

米
に
お
け
る
金
融
市
場
と
実
体
経
済
の
連
関
性
︵
そ
の

２
︶﹂
と
し
て
本
誌
に
て
後
日
考
察
す
る
。

︵
注
︶

⑴

K
indleberger,
C
.
P
.
M
an
ias,
P
an
ics
an
d
C
rash
es
:
A

H
istory
of
F
in
an
cial
C
rises
(4
th
ed
),B
asingstoke
:P
algrave,

2002.
︵
吉
野
俊
彦
・
八
木
甫

訳

﹃
熱
狂
、
恐
慌
、
崩
壊
：
金
融

恐
慌
の
歴
史
﹄
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年
︶

⑵

名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
と
株
価
変
動
率
の
相
関
係
数
を
計
算
す
る
と

以
下
の
よ
う
に
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
：
〇
・
一
二
四
︵
八
五
～
〇
七

年
︶
、
ア
メ
リ
カ
：
〇
・
三
四
五
︵
八
五
～
〇
七
年
︶
お
よ
び
▲
〇
・

〇
三
六
︵
五
一
～
〇
七
年
︶。
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
と
株
価
変
動
率
の

相
関
係
数
は
以
下
の
と
お
り
。
イ
ギ
リ
ス
：
〇
・
〇
四
八
︵
八
五
～

〇
七
年
︶、
ア
メ
リ
カ
：
〇
・
四
五
五
︵
八
五
～
〇
七
年
︶
お
よ
び

〇
・
二
一
〇
︵
五
一
～
〇
七
年
︶。
八
〇
年
代
後
半
以
降
で
判
断
す
る

と
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
ほ
う
が
株
価
と
経
済
と
の
相
関
関

係
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

⑶

金
融
危
機
と
金
融
不
安
定
性
に
関
す
る
理
論
・
仮
説
に
つ
い
て
は

奥
村
洋
彦
﹃
現
代
日
本
経
済
論
：﹁
バ
ブ
ル
経
済
﹂
の
発
生
と
崩
壊
﹄

︵
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
五
年
︶
の
第
二
章
、
古
川
顕
﹁
バ
ブ
ル

経
済
の
崩
壊
と
物
価
下
落
﹂︵﹃
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
﹄
第

四
三
号
、
七
一
︱
九
五
頁
、
大
蔵
省
財
政
金
融
研
究
所
、
一
九
九
七

年
︶
が
よ
く
整
理
し
て
い
る
。

⑷

前
述
し
た
よ
う
に
、
金
融
資
産
は
金
融
商
品
、
貸
出
、
そ
の
他
に

大
別
で
き
る
が
、
以
下
で
は
後
二
者
を
貸
出
等
と
し
て
統
合
す
る
。

ま
た
、
金
融
商
品
を
元
本
の
価
格
変
動
性
に
着
目
し
て
、
非
市
場
性

金
融
商
品
︵
具
体
的
に
は
現
預
金
︶、
中
間
金
融
商
品
︵
具
体
的
に
は

保
険
・
年
金
︶
、
市
場
性
金
融
商
品
に
分
類
し
た
。

︵
す
ど
う

と
き
ひ
と
・
当
研
究
所
主
任
研
究
員
︶

英米における金融市場と実体経済の連関性（その１）
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